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日本ダルクの取り組み 
 

日本ダルク本部 
近藤 恒夫 

 
 欧米の治療共同体をモデルにした回復者主導型施設ダルクが突如誕生したこ

とは行き詰まりの日本の薬物政策に対しインパクトを与えることになった。薬

物依存者の当事者活動によって、「覚せい剤中毒者」「ヤク中」と軽視されてき

た人たちが、回復の主体としての「薬物依存者」と名乗りはじめ、その概念が

多くの当事者や医療関係者に広がっていくことになり、薬物問題の概念を見直

すきっかけを与えたといっても過言ではない。 
 一方、医療、司法、行政はダルクの当事者活動の位置づけに戸惑い、どの機

関も一定の距離を取らざるを得なかったため、結果的にどこの組織の影響も受

けることなく、当事者のスタンスが守れたことは幸いであった。 
 ダルクは AA（アルコホーリクス・アノニマス）の１２ステップ・プログラム

を基礎にしている。組織が拡大し、新たなダルクが誕生しても緩やかな「連携」

にとどめ、各施設の独自性を重視する方針をとってきた。この緩やかな組織形

態は、それぞれの施設が活動を展開する地域の状況に合わせて、そのあり方を

模索することとなり、結果的にプログラムに柔軟性と多様性を生み出させるこ

とになったのである。 
 
 １９９４年より社会問題化した第３次覚せい剤乱用問題で未成年を中心とし

た薬物乱用が広がった頃から、ダルクの社会的認知が広がった。それは学校の

教育現場からのニーズが増え、教育現場が当事者の体験の重要性に着目したこ

とで、地域の社会資源としての存在が注目されるようになったのである。 
 
 現在ダルクの活動は多方面にわたっており、その整理が必要な時期になりつつある。

現在のダルクの活動をあげてみると下記のようになる。 

 

「社会的意義」 

１．当事者活動 NGO 

２．一般市民への薬物問題の TV・ラジオによる啓発 

３．社会的損失減少 

 

「医学的意義」 
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１．薬物依存の治療共同体モデルとしての実験的試み 

２．薬物依存リハビリテーション問題の情報拠点 

３．初期介入システムとしての機能 

４．回復者カウンセラーへの注目 

 

「司法的意義」 

１．ダイバージョン（非犯罪化）への注目 

２．薬物事犯の弁護支援 

３．出所後のケア・プログラム 

４．薬物の需要の減少 

５．依存者の社会的処遇プログラム 

６．各刑務所の受刑者に対する再犯防止教育への参加・指導 

 

「福祉的意義」 

１．社会復帰支援 

２．精神保健の相談支援 

３．地域ネットワーク作り 

 

「教育的意義」 

１．学校（小学校・中学校・高等学校・大学）の予防教育支援 

２．教員への講演活動 

 

「国際協力」 

１．フィリピンにおける貧困層の薬物依存者への草の根支援プロジェクト参加 

   【JICA（国際協力機構）との共同事業】 

２．韓国・麻薬退治センターへの協力 

 
 国際協力として今年５月から始まった JICA（国際協力機構）のフィリピンに

おける貧困層の薬物依存者への草の根支援プロジェクトにもダルクのメンバー

が参加している。ダルクのプログラムは単に薬物使用を止めることを目標とし

ておらず、人間性の回復を目指している。それによってアディクションの世代

連鎖を防ぐことで将来的損失の防止にも役に立つ。 
 当事者が始めた NGO（非政府組織）がこのような本来ダルクが負うべきでは

ない社会的な役割も持つことになったのである。 
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ダイバーション（非犯罪化・代替的治療措置） 
 

 

現行のシステム 地域

現行犯逮捕

警察官による取調べ 通常逮捕 様々な社会資源を活用し、地域を活性化する

逮捕後４８時間以内 緊急逮捕

女

性

女性相談所 婦人科・精神科

ダイバージョン

ハローワーク

生活保護

検察官・警察官の取調べ 保護司

保護会 警視庁 保護観察

検察官による処分

児童相談所・家庭裁判所-少年院
児童自立支援施設・児童養護施設

精神科病院

刑務所仮釈放出所者の
フォローアップ相談

女子薬物依存者リハビリ専門施設

母子家庭の薬物問題相談

NA,DARCのミーティングに参加
アルコールのミーティング参加

（３ヶ月で270回のミーティングに参加）
APARI薬物簡易検査

保健所・精神保健センター

薬物乱用者研修センターを
新たに地域の中に作る

ダース＝DARS（Drug Addiction
Recovery Support）

条件付社会内処遇
再乱用防止プログラム参加

執行猶予者の研修
満期出所者のプログラム

逮捕

検察官送致

勾留請求

勾留決定

刑務所

起訴猶予

起訴

保釈

公判

判決 判決確定


